
芝　　蘭　　会　　報 (　1　) 2018 ( 平成 30 ) 年 1 月 31 日193 号

主 な 内 容

② 

臨
床
試
験
の
立
案
演
習
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
開
催

　

 

平
成
29
年
度
京
大
病
院
臨
床
懇
話
会

③ 

校
友
会
・
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
だ
よ
り

④ 

西
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会

　

 

支
部
だ
よ
り　
福
井　
愛
媛

⑤ 

支
部
だ
よ
り　
京
都　
三
重　
徳
島

⑥ 

支
部
だ
よ
り　
奈
良　
滋
賀　

 　
人
事
異
動
・
会
員
訃
報

発　行　所
一般社団法人 芝蘭会

京都大学医学部同窓会

193

「京大病院の現状」について報告を行う
稲垣病院長

松田秀一教授がコーディネーターとなり行われた
パネルディスカッション

芝
蘭
会
会
長

医
学
研
究
科
長
・
医
学
部
長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
以
前
の
芝
蘭

会
報
で
お
約
束
し
て
い
た
よ

う
に
、
今
回
は
人
間
健
康
科

学
科
・
人
間
健
康
科
学
系
専

攻
の
改
革
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
し
ま
す
。
平
成
29
年
度

か
ら
入
試
制
度
が
変
わ
り
、

新
規
入
学
者
に
対
す
る
教
育

体
制
も
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
の
で
、
人
間
健
康
科
学

系
専
攻
長
の
足
立
壯
一
教
授

の
ご
支
援
を
得
な
が
ら
新
年

の
あ
い
さ
つ
を
作
成
い
た
し

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
国
立
大
学

改
革
に
お
い
て
、
京
都
大
学

医
学
研
究
科
で
は
「
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
先
端
医
療
技
術

の
開
発
お
よ
び
臨
床
フ
ィ
ー

ル
ド
に
お
け
る
実
践
の
追
求

を
通
じ
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研

究
を
牽
引
す
る
研
究
者
の
養

成
」
と
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
人
間
健
康
科
学

科
（
学
部
）
お
よ
び
人
間
健

康
科
学
系
専
攻
（
大
学
院
）

に
お
い
て
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再

定
義
を
行
い
、
i
P
S
細

胞
研
究
、薬
学
、生
命
科
学
、

情
報
、
工
学
と
医
学
を
融

合
し
た
医
療
開
発
に
お
け
る

教
育
研
究
体
制
を
構
築
し
、

「
学
部
か
ら
医
学
・
医
療
の

基
礎
を
修
得
し
た
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
高
度
医
療
専
門

職
を
養
成
す
る
」こ
と
と
し
、

平
成
29
年
度
か
ら
大
幅
な

組
織
改
革
と
入
試
改
革
を

断
行
し
ま
し
た
。す
な
わ
ち
、

現
行
の
4
専
攻
（
看
護
科
学

コ
ー
ス
、
検
査
技
術
科
学
コ

ー
ス
、
理
学
療
法
学
コ
ー
ス
、

作
業
療
法
学
コ
ー
ス
）
か
ら
、

「
先
端
看
護
科
学
コ
ー
ス
」、

「
総
合
医
療
科
学
コ
ー
ス
」、

「
先
端
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
学
コ
ー
ス
」
の
３
コ
ー
ス
へ

と
再
編
し
、
学
部
か
ら
大
学

院
ま
で
一
貫
し
た
教
育
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。
高

度
医
療
専
門
職
や
世
界
レ
ベ

ル
の
研
究
者
育
成
の
素
地
を

養
い
大
学
院
へ
の
進
学
率
を

向
上
さ
せ
る
べ
く
、
学
部
学

生
の
定
員
を
平
成
29
年
度
か

ら
１
０
０
名
に
変
更
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
１
０
０

名
の
う
ち
一
般
入
試
に
よ
る

募
集
を
70
名
と
し
、
従
来
の

専
攻
別
入
試
を
一
括
入
試
に

変
更
し
精
鋭
化
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
残
り
の
30
人
を
特

色
入
試
に
よ
る
募
集
（
看
護

20
名
、
理
学
5
名
、
作
業

5
名
）
と
し
、
明
確
な
目
的

意
識
と
熱
意
あ
ふ
れ
る
学
生

の
受
け
入
れ
を
推
進
し
ま
し

た
。

　

学
部
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
お
い
て
は
、
1
回
生
か
ら

2
回
生
前
期
は
医
療
の
基
礎

的
知
識
を
深
め
る
た
め
各
コ

ー
ス
に
共
通
す
る
教
育
を
行

い
、
2
回
生
後
期
以
降
は
各

人
が
希
望
す
る
コ
ー
ス
（
先

端
看
護
科
学
コ
ー
ス
、
総
合

医
療
科
学
コ
ー
ス
、
先
端
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
コ
ー

ス
）
へ
と
進
み
ま
す
。
先
端

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
コ

ー
ス
へ
進
級
し
た
学
生
は
、

3
回
生
前
期
に
理
学
療
法

学
講
座
か
作
業
療
法
学
講

座
へ
と
進
級
し
ま
す
。
新
設

す
る
「
総
合
医
療
科
学
コ
ー

ス
」
は
、
先
端
医
療
技
術
の

開
発
や
そ
れ
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
上
で
基
盤
と
な
る

臨
床
医
科
学
講
座
、
基
礎
・

生
命
科
学
講
座
、
医
療
理

工
学
講
座
の
3
講
座
に
、
医

療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
野
、
医

学
物
理
学
分
野
、
臨
床
開

発
運
営
学
分
野
を
新
設
し
、

概
算
要
求
で
新
た
に
教
員
2

名
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
医
学
研
究

科
（
医
学
専
攻
、
社
会
健

康
医
学
系
専
攻
）、
i
P
S

細
胞
研
究
所
、
ウ
ィ
ル
ス
・

再
生
医
科
学
研
究
所
、
薬

学
研
究
科
、
生
命
科
学
研

究
科
等
の
教
員
が
、
兼
担
で

学
部
学
生
教
育
を
担
う
こ
と

に
よ
り
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
研
究
者
育
成
、
お
よ
び

新
た
な
医
療
専
門
職
の
養
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
を
牽

引
す
る
研
究
者
・
教
育
者
の

育
成
に
は
、
大
学
院
の
充
実

が
不
可
欠
で
す
。
平
成
33

年
度
に
修
士
課
程
の
入
学
定

員
を
49
名
か
ら
70
名
に
、
平

成
35
年
度
に
博
士
後
期
課

程
の
入
学
定
員
を
15
名
か
ら

25
名
に
変
更
す
る
概
算
要

求
を
提
出
予
定
で
す
。
今

後
、
殆
ど
の
学
生
は
大
学

院
に
進
学
し
、
人
間
健
康

科
学
系
専
攻
で
研
究
指
導

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
医
学
研
究
科
、

i
P
S
細
胞
研
究
所
、
ウ
ィ

ル
ス
・
再
生
研
究
所
等
の
協

力
講
座
の
研
究
室
に
人
間
健

康
科
学
系
専
攻
の
修
士
学

生
と
し
て
進
学
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。「
先
端

看
護
科
学
コ
ー
ス
」
の
大
学

院
に
は
、
京
都
大
学
医
学
部

附
属
病
院
と
の
連
携
に
よ
り

修
士
・
博
士
の
一
貫
教
育
の

高
度
実
践
研
究
者
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
け
、
高
い
専
門

性
と
指
導
性
を
有
す
る
人

材
を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、

附
属
病
院
と
の
連
携
強
化
目

的
で
、
ダ
ブ
ル
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

ン
ト
教
員
（
京
大
病
院
で
勤

務
し
な
が
ら
人
間
健
康
学
生

を
教
育
指
導
）
を
４
名
配

置
で
き
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
新
し
い
取
り
組
み

で
す
。「
先
端
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
学
コ
ー
ス
」
に
お
い

て
は
、
修
士
・
博
士
の
一
貫

し
た
育
成
に
よ
り
、
成
人
発

達
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
最
先
端
の
脳
・
神
経
機
能

診
断
と
の
連
携
な
ど
、
新
た

な
領
域
を
構
築
で
き
る
高
度

な
研
究
能
力
を
有
し
た
人

材
を
育
成
し
ま
す
。「
総
合

医
療
科
学
コ
ー
ス
」
に
新
設

さ
れ
た
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

分
野
、
医
学
物
理
学
分
野
、

臨
床
開
発
運
営
学
分
野
で
は

以
下
の
展
望
を
持
っ
て
い
ま

す
。
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分

野
は
、
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

解
析
、
臨
床
ゲ
ノ
ム
解
析
に

基
づ
く
ゲ
ノ
ム
医
療
お
よ
び
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
医
科
学
、
臨
床

バ
イ
オ
Ｉ
Ｔ
等
に
精
通
す
る

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
人
材
を
育
成
す
る

分
野
で
あ
り
、
日
本
で
は
初

め
て
の
専
門
分
野
で
す
。
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用

い
た
人
工
知
能
技
術
の
発
展

が
目
覚
ま
し
い
中
、
医
学
・

医
療
の
知
識
の
あ
る
I
T

人
材
の
育
成
は
、
海
外
に
比

較
し
て
遅
れ
て
い
る
の
が
日

本
の
現
状
で
あ
り
、
人
間
健

康
科
学
系
専
攻
か
ら
、
多
く

の
優
秀
な
人
材
が
輩
出
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

医
学
物
理
学
分
野
で
養

成
す
る
医
学
物
理
士
は
、

工
学
系
・
情
報
系
と
の
異

分
野
融
合
に
よ
る
極
め
て

専
門
的
な
学
問
で
あ
り
、

医
学
物
理
士
資
格
を
持
っ

た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

で
、
産
業
界
と
の
連
携
に

よ
る
医
療
技
術
開
発
・
機

器
開
発
、
諸
外
国
と
の
共

同
研
究
等
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

臨
床
開
発
運
営
学
分
野

は
臨
床
中
核
拠
点
病
院
で
あ

る
京
都
大
学
医
学
部
附
属

病
院
の
臨
床
研
究
総
合
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
医
師
主
導

型
臨
床
試
験
推
進
に
必
須
で

あ
る
、
臨
床
試
験
の
管
理
・

運
営
お
よ
び
臨
床
開
発
の
業

務
に
関
す
る
十
分
な
経
験
・

専
門
知
識
を
有
す
る
人
材

を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、「
総

合
医
療
科
学
コ
ー
ス
」
に
存

人
間
健
康
科
学
系
専
攻
を
改
革

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

臨床研究など報告
平成29年度 京大関係病院長協議会定例総会

上
本 

伸
二

続
す
る
臨
床
検
査
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
修
士
・
博
士
一

貫
の
高
度
臨
床
検
査
技
師

養
成
分
野
を
新
設
し
、
細

胞
育
成
士
や
超
音
波
検
査

士
、
骨
髄
検
査
技
師
等
の
、

よ
り
専
門
性
の
高
い
臨
床
検

査
技
師
を
養
成
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
画
期
的
な
入

試
改
革
と
組
織
改
革
の
試
み

を
人
間
健
康
科
学
系
専
攻

教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
進

め
る
と
同
時
に
、
全
国
の
高

校
や
予
備
校
に
情
報
発
信
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

今
年
度
の
受
験
者
数
は
一
般

入
試
、
特
色
入
試
と
も
に
過

去
最
高
と
な
り
、
一
般
入
試

学
生
の
合
格
最
低
点
も
大

き
く
上
昇
し
ま
し
た
。
今

後
、
人
間
健
康
科
学
系
専

攻
か
ら
国
民
の
福
利
厚
生
に

寄
与
す
る
意
欲
の
高
い
多
く

の
研
究
者
や
医
療
者
が
輩
出

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

最
後
に
、
大
変
お
め
で
た

い
事
柄
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
京
都
大
学
名
誉
教
授

の
成
宮
周
先
生
と
坂
口
志
文

先
生
が
昨
年
秋
に
文
化
功
労

者
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
成

宮
先
生
と
坂
口
先
生
に
は
、

益
々
の
ご
活
躍
と
後
進
の
ご

指
導
を
お
願
い
す
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
若

い
世
代
の
芝
蘭
会
会
員
の
皆

さ
ま
の
大
き
な
飛
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　

京
都
大
学
医
学
部
附
属

病
院
は
、
去
る
10
月
20
日

（
金
）
に
平
成
29
年
度
京

大
関
係
病
院
長
協
議
会
定

例
総
会
を
芝
蘭
会
館
に
て
開

催
し
ま
し
た
。本
協
議
会
は
、

同
会
員
で
あ
る
関
係
病
院

長
が
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
、
医
学
の
進
歩
発
達
及
び

病
院
経
営
の
合
理
化
を
企
画

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
年

1
回
、
定
例
総
会
を
開
催
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
学
内

外
か
ら
１
７
０
名
余
り
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

定
例
総
会
で
は
、
稲
垣

暢
也
病
院
長
の
開
会
挨
拶
、

「
京
大
病
院
の
現
状
」
に
つ

い
て
、
髙
折
晃
史
副
病
院

長
よ
り
「
京
大
病
院
整
備

計
画
に
つ
い
て
」、
平
井
豊

博
教
授
（
呼
吸
器
内
科
長
）、

辻
川
明
孝
教
授
（
眼
科
長
）、

松
村
由
美
教
授
（
医
療
安

全
管
理
部
長
）
よ
り
新
任

者
挨
拶
、
小
西
靖
彦
教
授

（
医
学
研
究
科
附
属
医
学
教

育
推
進
セ
ン
タ
ー
長
）
よ

り
「
臨
床
実
習
に
つ
い
て
」、

黒
田
知
宏
教
授
よ
り
「
個

人
情
報
保
護
に
つ
い
て
」

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
こ
れ
か
ら
の

臨
床
研
究
に
つ
い
て
、
松

田
秀
一
教
授
（
副
病
院
長

／
整
形
外
科
長
）
よ
り
「
医

療
法
に
基
づ
く
臨
床
研
究

中
核
病
院
の
承
認
」、
森
田

智
視
教
授
（
医
学
統
計
生

物
情
報
学
／
臨
床
研
究
総

合
セ
ン
タ
ー 

デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
部
長
）
よ
り
「
臨

床
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
の
臨

床
研
究
支
援
へ
の
取
り
組

み
」、
竹
之
内
沙
弥
香
特
定

講
師
（
倫
理
支
援
部
）
よ

り
「
中
央
倫
理
審
査
委
員

会
（central IR

B

）
の
運

用
に
向
け
て
」、
黒
田
真
稚

惠
弁
護
士
（
産
官
学
連
携

本
部
法
務
部
門
医
学
領
域

法
務
ブ
ラ
ン
チ
）
よ
り
「
臨

床
研
究
法
の
概
要
紹
介
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
松
田
秀
一
教
授
（
副

病
院
長
／
整
形
外
科
長
）

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
定
例
総
会
終
了
後

に
開
催
さ
れ
た
情
報
交
換
会

に
お
い
て
、
出
席
い
た
だ
い

た
関
係
病
院
の
先
生
方
と
本

院
の
先
生
方
に
よ
る
活
発
な

情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
大
変

有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
。

瑞宝中綬章

  長尾 卓夫 （昭 47 年卒）

 高岡病院長

  成宮　 周 （昭和 48 年卒）

　　　京都大学名誉教授
　　　京都大学医学研究科特任教授
　　　京都大学医学研究科
　　　メディカルイノベーションセンター長

  坂口 志文 （昭和 51 年卒）

　　　大阪大学免疫学フロンティア研究センター 
　　　実験免疫学教授 

平成29年度の受章者

秋 の 叙 勲

文 化 功 労 者
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京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

臨
床
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
助
教

角
　
栄
里
子

平
成
29
年
10
月
14
日（
土
）

に
楽
友
会
館
で
「
臨
床
試
験

の
立
案
演
習
」
と
し
て
、
参

加
型
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
大

学
院
教
育
コ
ー
ス
「
臨
床
研

究
」
の
合
宿
と
し
て
実
施
さ

れ
、
43
人
と
い
う
大
勢
の
大

学
院
生
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

午
前
中
は
臨
床
研
究
に
関

す
る
講
義
を
行
い
、
午
後
か

ら
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
与

え
ら
れ
た
課
題
に
取
り
組
み

ま
す
。
今
年
度
は
、
二
つ
の

化
合
物
「
D
N
A
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
新
規
の
抗
ウ
イ

 
臨
床
試
験
の
立
案
に
関
す
る

 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
開
催

ル
ス
薬
」
ま
た
は
「
強
力
な

鎮
痛
作
用
を
有
す
る
疼
痛
抑

制
薬
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
疾
患
を
対
象
と
し
て
臨

床
試
験
を
行
う
の
か
、
を
題

材
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

化
合
物
は
、
実
際
に
京
都
大

学
が
主
体
と
な
り
臨
床
開
発

を
計
画
中
／
実
施
中
の
化
合

物
で
あ
り
、
良
い
ア
イ
デ
ア

が
得
ら
れ
れ
ば
、
大
学
院
生

と
共
同
し
て
臨
床
開
発
を
計

画
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

大
学
院
生
は
い
ず
れ
か
の

化
合
物
を
選
択
し
、
6
～
8

人
の
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
、

試
験
の
目
的
・
対
象
患
者
・

介
入
の
方
法
・
評
価
項
目
・

試
験
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
ま

す
。
今
回
は
特
に
、
臨
床

的
に
切
実
な
リ
サ
ー
チ
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
を
た
て
る
こ

と
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

既
存
薬
で
効
果
が
あ
る
な

ら
、
新
し
い
薬
剤
は
ど
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
を
対
象
と
す
る

べ
き
か
？
既
存
薬
か
ら
の
ス

イ
ッ
チ
ン
グ
を
ど
う
行
う
の

か
？
併
用
し
た
ら
ど
う
な
る

の
か
？
既
存
薬
が
あ
る
場
合

に
そ
れ
を
使
わ
ず
に
プ
ラ
セ

ボ
を
投
与
す
る
こ
と
は
倫
理

的
か
？
と
い
う
よ
う
な
具
体

的
な
問
題
点
が
浮
か
び
上
が

り
、
大
学
院
生
と
各
グ
ル
ー

プ
担
当
の
講
師
と
で
熱
い
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

3
時
間
で
回
答
を
ま
と

め
、
各
グ
ル
ー

プ
か
ら
立
案
し

た
試
験
計
画
を

発
表
し
て
も
ら

い
、
講
評
を
行

い
ま
し
た
。
実

化合物開発者からの講評

講師とグループワークのチューター

平成29年度京大病院臨床懇話会 3月4日に開催
　平成 29 年度京大病院臨床懇話会を、平成 30 年３月４日（日）15 時から芝蘭会館（稲盛ホール）
で以下の通り開催いたします。本懇話会は、地域医療との連携を推進するため、地域で活躍されて
いる医師の先生方と本院診療科長等との意見交換及び本院からの情報提供の場として開催している
ものであり、今年で 21回目となります。
　当日は、「未来を拓く京大病院―ロボットテクノロジーの応用」を全体テーマとした講演、パネ
ルディスカッションを行うほか、新任教授の挨拶が行われます。
　なお、本懇話会は、医療関係者とし、参加には事前申し込みが必要となりますので、総務課企画・
法規掛（☎ 075 － 751 － 3005）までお問い合わせ願います。

日　　時：平成 30 年 3 月 4 日（日）15:00 ～ 17:40
場　　所：芝蘭会館（稲盛ホール）
総合司会：小池　薫（京都大学医学部附属病院初期診療・救急科教授）
主　　催：京都大学医学部附属病院
後　　援：一般社団法人芝蘭会、京都府医師会、各地区医師会

次　　　第
１．病院長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　………… 15:00 ～ 15:10（10 分）

稲垣　暢也（京都大学医学部附属病院長／糖尿病・内分泌・栄養内科教授）

２．出席者代表挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　………… 15:10 ～ 15:15（5 分）
齋藤　信雄（洛和会ヘルスケアシステム 洛和会東寺南病院名誉院長）

３．新任教授紹介・挨拶　　　　　　　　　　　　　　………… 15:15 ～ 15:35（20 分）　
溝脇　尚志 （京都大学医学部附属病院 放射線治療科教授）
平井　豊博 （京都大学医学部附属病院 呼吸器内科教授）
辻川　明孝（京都大学医学部附属病院 眼科教授）
松村　由美（京都大学医学部附属病院 医療安全管理部教授）

施
可
能
性
の
高
い
計
画
や
、

臨
床
医
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ

ア
に
基
づ
く
試
験
計
画
も
あ

り
、
大
学
院
生
（
と
講
師
）

に
と
っ
て
良
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

臨
床
試
験
の
立
案
を
行
う

際
に
は
、
科
学
的
に
妥
当
で

あ
り
、
指
針
や
法
律
に
適
合

し
た
計
画
と
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
指
針
や
法
律
は
時

代
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
り

続
け
ま
す
が
、
科
学
的
な
試

験
の
た
め
の
原
則
は
変
わ
ら

な
い
も
の
で
す
。
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
そ
の
概

念
が
伝
わ
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

講
義
は
、
臨
床
研
究
総
合

セ
ン
タ
ー
と
医
療
疫
学
分
野

の
教
員
が
協
力
し
て
行
い
ま

し
た
。
何
よ
り
も
、
化
合
物

に
つ
い
て
形
態
形
成
機
構
学

の
萩
原
正
敏
教
授
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
の

先
生
方
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

４．講演、パネルディスカッション　　　　　　　　　………… 15:35 ～ 17:40（125 分）
【全体テーマ】　「未来を拓く京大病院―ロボットテクノロジーの応用」

講　演　(45 分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
司会：小池 　　薫（京都大学医学部附属病院 初期診療・救急科教授）
座長：尼川 　龍一（日本バプテスト病院長）
講演①  「手術支援ロボット（ダヴィンチ）を使った泌尿器科手術の現状と評価」　　（15 分）
　　　　小川　　修（京都大学医学部附属病院 泌尿器科教授）
講演②　「HAL を用いた取り組みから拓く未来」　（15 分）
　　　　菊池　隆幸（京都大学医学部附属病院 脳神経外科助教）
講演③　「ロボットテクノロジーで進化するケア～ SaCoN」　　（15 分）
　　　　山中　寛惠 （京都大学医学部附属病院 看護部管理室副看護部長）
　　　　

　　　　　　　　　　≪休憩≫　…………　16:20 ～ 16:30（10 分）

パネルディスカッション　　（70 分）
テーマ「京大病院における地域連携の展望」
座長：松田 秀一（京都大学医学部附属病院 副院長／整形外科教授）　
パネリスト①妹尾　　浩（京都大学医学部附属病院 消化器内科教授）
　　　　　②河井　昌彦（京都大学医学部附属病院 小児科（新生児集中治療部）病院教授）
　　　　　③近藤　祥司（京都大学医学部附属病院 地域ネットワーク医療部准教授）　　　
　　　　　④若園　吉裕（社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院長）　　　　　　

※懇親会    17:50 ～ 18:50（懇話会終了後、山内ホールに移動し開催する）
　　挨　　　拶　宮本　　享（京都大学医学部附属病院副病院長）　　　
　　乾　　　杯　中安　　顕（中安外科医院長）
　　締めの挨拶　松田　秀一（京都大学医学部附属病院副院長）   

京都精華学園
（wifi も利用可）です。
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事務局
〒 606-8501

京都市左京区吉田近衛町
京都大学大学院医学研究科・
医学部 管理棟 1F 総務掛内

Tel.075-761-2467
Fax.075-752-1528

Mail-Address:
kyoto-kms-fund@office.

med.kyoto-u.ac.jp

京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
だ
よ
り

Ｋ
Ｍ
Ｙ
Ｉ
Ａ 
4
氏
受
賞

平
成
29
年
10
月
７
日
医
学

部
芝
蘭
会
館
稲
盛
ホ
ー
ル
・

山
内
ホ
ー
ル
に
お
い
て
記
念

す
べ
き
第
10
回
校
友
会
総

会
・
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
土
井　

赳

校
友
会
会
長
と
上
本
伸
二
医

学
研
究
科
長
・
医
学
部
長
の

御
挨
拶
の
後
、
ま
ず
京
都
大

学
医
学
部
若
手
研
究
者
優
秀

論
文
賞
（
K
M
Y
I
A
）
の

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

K
M
Y
I
A
は
京
都
大
学
の

若
手
研
究
者
に
と
っ
て
非
常

に
魅
力
の
あ
る
賞
と
な
っ
て

お
り
今
年
も
多
数
の
応
募
が

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

基
礎
研
究
分
野
の
み
の
受
賞

で
、
機
能
微
細
形
態
学
分
野

の
石
藏
友
紀
子
氏
、
呼
吸
器

内
科
学
分
野
の
小
西
聡
史

氏
、
麻
酔
科
学
分
野
の
清
水

覚
司
氏
、
病
態
生
物
医
学
分

野
の
高
岡
沙
織
氏
の
４
名
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度

以
降
は
臨
床
研
究
部
門
に
お

い
て
も
優
れ
た
論
文
の
応
募

に
期
待
致
し
ま
す
。

そ
の
後
、
医
学
部
校
友
会

賞
が
授
与
さ
れ
た
後
、
講
演

会
と
特
別
講
演
会
に
移
り
ま

し
た
。

講
演
会
は
昨
年
同
様
、
医

学
研
究
科
臨
床
部
門
と
基
礎

部
門
の
学
内
教
授
そ
れ
ぞ
れ

１
名
に
御
講
演
を
お
願
い
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
は

臨
床
部
門
か
ら
婦
人
科
学
産

科
学
分
野
の
万
代
昌
紀
教
授

と
基
礎
部
門
か
ら
高
次
脳
科

学
講
座
神
経
生
物
学
分
野

の
伊
佐　

正
教
授
を

お
招
き
い
た
し
ま
し

た
。万

代
教
授
か
ら
は

「
Ｉ
Ｔ
技
術
と
産
婦

人
科
診
療
」
と
題
し

て
御
講
演
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
婦
人
科
が

ん
手
術
に
お
け
る
最

初
で
最
大
の
技
術
革

新
はW

ertheim

に
よ
る
広
汎
子
宮
全

摘
術
式
の
開
発
で
し

た
がW

ertheim

術
式
は
初
期
が
ん
に
し
か
対

応
出
来
な
い
と
い
う
欠
点
が

あ
り
、
進
行
が
ん
に
は
放
射

線
治
療
と
い
う
方
向
で
動
い

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
流
れ

に
敢
然
と
挑
ん
だ
若
き
日
本

人
産
婦
人
科
医
が
京
都
大
学

医
学
部
婦
人
科
学
産
科
学
教

室
第
３
代
教
授
岡
林
秀
一
先

生
で
、１
９
２
１
年
（
37
歳
）

に
発
表
さ
れ
た
岡
林
術
式
は

Ⅱ
期
が
ん
に
も
対
応
可
能
と

い
う
こ
と
で
日
本
の
婦
人
科

が
ん
手
術
領
域
を
席
巻
い
た

し
ま
し
た
。
日
本
の
産
婦
人

科
医
は
自
分
た
ち
の
手
術
が

世
界
一
だ
と
信
じ
、
そ
の
後

１
０
０
年
間
、
岡
林
手
術
を

伝
統
芸
能
の
よ
う
に
守
り
続

け
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
海

外
か
ら
黒
船
の
よ
う
に
や
っ

て
来
た
の
が
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

で
し
た
。
日
本
の
婦
人
科
手

術
領
域
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

の
取
り
入
れ
が
遅
れ
た
わ
け

で
す
が
、
万
代
教
授
は
近
畿

大
学
に
お
い
て
ロ
ボ
ッ
ト
手

術
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

の
本
質
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

介
在
手
術
で
あ
り
、
情
報
技

術
革
新
が
遠
隔
手
術
、
単
孔

第
10
回
校
友
会
総
会
・
講
演
会

式
手
術
、
イ
メ
ー
ジ
ガ
イ
ド

下
手
術
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
手
術
教
育
な
ど
を

可
能
に
し
、
よ
り
安
全
で
効

果
の
高
い
治
療
と
し
て
手
術

の
未
来
を
根
本
的
に
変
え
る

可
能
性
が
あ
る
と
の
お
話
で

し
た
。

伊
佐
教
授
か
ら
は
「
機
能

回
復
の
脳
科
学
」
と
題
し
て

御
講
演
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

伊
佐
教
授
は
霊
長
類
に
お
け

る
手
指
の
巧
緻
運
動
の
機
能

回
復
機
構
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
動
物
実
験
で
、
脊
髄

固
有
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
遮
断
し

た
ま
ま
脊
髄
損
傷
を
行
う
と

巧
緻
運
動
の
回
復
が
阻
害
さ

れ
る
こ
と
、
精
密
把
握
時
の

脳
活
動
の
測
定
か
ら
機
能
回

復
は
段
階
的
で
回
復
の
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
て
皮
質
運
動
関

連
領
域
の
使
わ
れ
方
が
異
な

り
普
段
は
使
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
場
所
が
使
わ
れ
て
機
能

回
復
が
進
む
こ
と
、
さ
ら
に

は
脊
髄
損
傷
か
ら
の
機
能
回

復
時
の
側
坐
核
の
阻
害
は
回

復
し
て
き
た
手
指
の
巧
緻
運

動
を
顕
著
に
障
害
す
る
こ
と

な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し

た
。
従
来
、「
損
傷
し
た
神

経
細
胞
は
再
生
し
な
い
」
と

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
言
葉
は

し
ば
し
ば
「
損
傷
し
た
脳
の

機
能
は
回
復
し
な
い
」
と
読

み
替
え
ら
れ
て
き
た
が
こ
れ

は
間
違
い
で
、
確
か
に
一
部

を
除
い
て
成
人
の
脳
で
は
神

経
細
胞
の
再
生
は
起
き
な
い

け
れ
ど
も
、
残
存
す
る
神
経

細
胞
の
可
塑
的
変
化
で
機
能

を
補
う
こ
と
は
起
こ
り
得
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演
会
で
は
メ
デ
ィ

カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
長
の
成
宮 

周
名
誉
教

授
か
ら
「
創
造
す
る
薬
理
学

～
薬
物
を
用
い
て
解
き
明
か

す
生
体
の
謎
」
と
題
し
て
御

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

御
講
演
は
成
宮
先
生
が
学

生
時
代
に
早
石
修
先
生
の
研

究
室
に
入
門
さ
れ
た
頃
か
ら

KMYIA を受賞した 4 氏特別講演を行う成宮名誉教授

K
M
S
－
F
U
N
D
委
員
長

循
環
器
内
科
学
分
野
教
授

【基礎研究部門】

氏　　名 現　　所　　属 論文投稿時の身分 論　　文　　題　　目 掲　載　誌 掲載巻、頁、
年

石藏友紀子
医学研究科

（機能微細形態学分野）
特定研究員

博士課程　医科学専攻
（機能微細形態学分野）

３回生

In Vitro Derivation and Propagation of 
Spermatogonial Stem Cell Activity from 
Mouse Pluripotent Stem Cell

Cell Reports
Vol.17(10),
2789-2804,
2016

小西　聡史
医学研究科

（呼吸器内科学分野）
客員研究員

博士課程　医学専攻
（麻酔科学分野）

４回生

Differential Involvement of the Npl4 Zinc 
Finger Domains of SHARPIN and HOIL-1L in 
Linear Ubiquitin Chain Assembly Complex-
Mediated Cell Death Protection

Stem Cell 
Reports

Vo16,
18-25,
2016

清水　覚司
博士課程（医学専攻）
（循環器内科学分野）

４回生

博士課程（医学専攻）
（循環器内科学分野）

３回生

Initial Surgical Versus Conservative
Strategies in Patients With
Asymptomatic Severe Aortic Stenosis

Molecular 
and Cellular 
Biology

Vol.36(10),
1569-1583,
2016

高岡　沙織
医学部　医学科

（病態生物医学分野）
５回生

医学部　医学科
（病態生物医学分野）

３回生

Live imaging of TAK1 activation in Lewis 
lung carcinoma 3LL cells implanted into 
syngeneic mice and treated with polyI:C

Cancer Sciense
107,
644-652,
2016

　　 （50 音順）

平成28年京都大学医学部若手研究者優秀論文賞　KMYIA受賞者

木村　剛

　

平
成
29
年
10
月
7
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
第
10
回
京
都

大
学
医
学
部
校
友
会
総
会
に

お
き
ま
し
て
、
第
6
回
京
都

大
学
医
学
部
校
友
会
賞
の
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
＝
写

真
。

　

平
成
28
年
9
月
か
ら
平
成

29
年
8
月
ま
で
の
課
外
活
動

報
告
書
を
、
生
活
・
課
外
活

動
支
援
委
員
会
で
検
討
い
た

し
ま
し
た
結
果
、
今
年
度
は

医
学
部
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

医
学
部
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、

医
学
部
ス
キ
ー
部
の
3
団
体

に
校
友
会
土
井
赳
会
長
よ
り

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
医
学
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、「
近

畿
医
歯
薬
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
」
に
お
き
ま
し
て
男
子
一

部
リ
ー
グ
で
優
勝
を
し
四
連

覇
と
い
う
快
挙
を
達
成
し
て

い
ま
す
。「
近
畿
医

歯
薬
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

新
人
戦
」
で
は
、
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
準
優

勝
、
ま
た
「
近
畿
東

海
医
科
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
」
に
お

き
ま
し
て
も
男
子
ダ

ブ
ル
ス
優
勝
、
男
子

団
体
戦
準
優
勝
と
い

う
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
て
お
り
ま
す
。

　

医
学
部
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
は
、「
西

日
本
医
歯
薬
科
学
性

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
」
に
お
き
ま

し
て
優
勝
と
い
う
優
れ
た
成

果
を
成
し
遂
げ
、
個
人
賞
で

も
大
会M

V
P

を
獲
得
す

る
と
い
う
見
事
な
成
果
を
果

た
し
、
ま
た
「
関
西
医
科
歯

科
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
春
季

リ
ー
グ
」
に
お
き
ま
し
て
準

優
勝
を
し
、
個
人
賞
で
も
得

点
王
を
獲
得
す
る
と
い
う
優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
て
お
り

ま
す
。

　

医
学
部
ス
キ
ー
部
は
、「
関

西
医
学
部
対
抗
ス
キ
ー
選
手

権
大
会
」
に
お
き
ま
し
て
総

合
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成

績
を
お
さ
め
、
個
人
女
子

G
S
・
大
回
転
で
も
1
位
と

い
う
優
れ
た
成
績
を
達
成

し
、「
長
野
県
知
事
杯
争
奪

木
島
平
石
井
ス
ポ
ー
ツ
グ

ル
ー
プ
カ
ッ
プ
」
で
も
、
個

人
S
L
・
回
転
学
生
本
戦
男

子
1
位
、
個
人
S
G
・
ス
ー

パ
ー
大
回
転
学
生
本
戦
女
子

1
位
と
い
う
優
秀
な
成
績
を

達
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
評
価

し
て
、
こ
の
3
団
体
に
お
き

ま
し
て
賞
状
及
び
支
援
金
各

5
万
円
を
贈
り
ま
し
た
。

　

校
友
会
賞
の
出
願
方
法
で

す
が
、
毎
年
6
月
に
医
学
部

公
認
団
体
の
代
表
の
方
々

に
「
京
都
大
学
医
学
部
校
友

会
賞
の
お
知
ら
せ
」
と
「
課

外
活
動
報
告
書
」
を
メ
ー
ル

で
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
学

内
掲
示
板
に
も
ポ
ス
タ
ー
を

は
り
、「
課
外
活
動
報
告
書
」

に
前
年
度
9
月
か
ら
今
年
度

8
月
ま
で
を
単
位
年
度
と
し

活
動
内
容
を
記
載
し
提
出
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

選
考
基
準
は
、
各
種
競
技

大
会
・
コ
ン
テ
ス
ト
・
様
々

な
発
表
の
場
で
も
実
績
、
ま

た
各
公
認
団
体
の
活
動
に
対

す
る
社
会
的
評
価
・
影
響
力

な
ど
も
考
慮
し
て
選
考
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

高
い
目
標
を
持
ち
又
そ
れ
に

熱
心
に
取
り
組
み
意
欲
的
に

目
指
す
京
都
大
学
医
学
部
公

認
団
体
を
励
ま
し
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
京
都

大
学
医
学
部
校
友
会
賞
」
を

募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
奮
っ
て
御
応
募
く
だ

さ
い
。

（
校
友
会　

生
活
・
課
外
活

動
支
援
委
員
会
委
員
長　

本

村
京
子
）

の
御
自
身
の
研
究
生
活
を
回

顧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分

は
大
学
院
時
代
に
は
大
し
た

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
お

っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
が
、
古

武
弥
四
郎
先
生
の
書
を
引
用

さ
れ
「
本
も
読
ま
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
考
え
て
み
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
働
く

こ
と
も
よ
り
大
切
で
あ
る
。

凡
人
は
働
か
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
働
く
こ
と
は
天
然
に
親

し
む
こ
と
で
あ
る
。
天
然
を

見
つ
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
し
て
初
め
て
天
然
が
見
え

て
く
る
の
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
考
え
抜
い
て
研
究
し
、

色
々
な
こ
と
を
見
て
、
そ
れ

か
ら
考
え
る
と
う
い
う
感
じ

で
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
に
親
し

ん
だ
大
学
時
代
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
後
、
英
国
ウ
エ

ル
カ
ム
研
究
所
へ
留
学
さ

れ
、
そ
こ
で
ジ
ョ
ン
・
ベ
イ

ン
先
生
が
蛇
毒
か
ら
ア
ン
ギ

オ
テ
ン
シ
ン
転
換
酵
素
阻
害

薬
を
開
発
す
る
と
こ
ろ
を
目

の
当
た
り
に
さ
れ
た
こ
と
が

成
宮
先
生
に
と
っ
て
大
き
な

刺
激
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

早
石
研
に
戻
ら
れ
て
以
降

は
、
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン

受
容
体
ク
ロ
ン
化
に
よ
り
各

受
容
体
選
択
的
な
薬
物
を
創

製
さ
れ
、
欠
損
マ
ウ
ス
と
選

択
的
薬
物
を
用
い
て
各
プ
ロ

ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
と
各
受
容

体
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
膨
大
な
研
究
成
果
を

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

沼
正
作
先
生
の
「
何
を
や
っ

て
も
時
間
は
た
ち
ま
す
よ
。

だ
っ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
大

事
な
こ
と
を
し
な
さ
い
」
と

い
う
言
葉
に
刺
激
さ
れ
た

そ
う
で
す
が
、
ボ
ツ
リ
ヌ

ス
菌
を
用
い
てR

ho

の
標

的
蛋
白
と
し
てR

O
C

K

や

m
D

ia

を
同
定
さ
れ
細
胞
内

シ
グ
ナ
ル
伝
達
が
細
胞
反
応

に
変
換
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に

選
択
的R

O
C

K

阻
害
薬
の

開
発
に
繋
げ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
「
く
す
り
は
サ
イ
エ
ン

ス
を
創
り
、
サ
イ
エ
ン
ス
は

く
す
り
を
創
る
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
今
も
研
究
を
続
け
て

お
り
創
薬
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
で
す
。
今
は
基
礎

医
学
と
生
物
学
が
一
体
化
し

て
い
る
時
代
で
、
本
当
に
ヒ

ト
の
病
気
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
時
代
で
す
か
ら
皆
さ
ん
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
期
待
し

た
い
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
成
宮
先
生
は
御
講
演
を
締

め
ら
れ
ま
し
た
。

第
10
回
校
友
会
総
会
・
講

演
会
に
は
、
学
部
学
生
の
御

家
族
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様

に
御
参
加
い
た
だ
け
ま
し
た

こ
と
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

  

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ス
キ
ー

３
ク
ラ
ブ
に
校
友
会
賞
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平
成
29
年
９

月
９
日（
土
）、

ホ
テ
ル
フ
ジ
タ
福
井
に
て
平

成
29
年
度
芝
蘭
会
福
井
支
部

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
野
口
正
人
先
生

に
よ
る
支
部
長
あ
い
さ
つ
、

物
故
会
員
黙
祷
、
新
入
会
員

紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
議
事

を
経
て
、
支
部
会
員
に
よ
る

研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

 

一
つ
目
の
講
演
は
福
井
大

学
医
学
部
分
子
遺
伝
学
分
野

教
授
の
菅
井
学
先
生
に
よ
る

『
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
に
よ
る

活
性
化
Ｂ
細
胞
分
化
決
定
機

構
』
と
題
さ
れ
た
も
の
で
し

た
。
Ｂ
細
胞
は
様
々
な
病
原

体
に
対
す
る
免
疫
を
担
っ
て

お
り
、
形
質
細
胞
に
分
化
し

て
い
く
過
程
で
ク
ラ
ス
ス
イ

ッ
チ
組
み
換
え
を
受
け
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ク
ラ
ス
ス

イ
ッ
チ
組
み
換
え
の
制
御
は

転
写
因
子
の
レ
ベ
ル
で
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
転
写
因
子
の
発
現
を
決

定
づ
け
て
い
る
分
子
は
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
菅

井
先
生
は
そ
れ
を
探
す
中
で

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
量
と
そ

の
活
性
に
行
き
着
い
た
そ
う

で
す
。
そ
こ
でF

A
C

S

解

析
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
用
い

て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ミ
ト
コ

【
福
井
】

ミトコンドリアなどで講演
支
部
だ
よ
り

二つの講演と特別講演が行われた福井支部総会

【
愛
媛
】

血液内科の現状、未来 説明

〔水泳部〕 今年の水泳部は、大会のレベル
が年々高騰する中、男子総合６位に入賞でき
ました。チーム総力戦で戦うリレー種目では、
400mメドレーリレー、200mフリーリレーでは
決勝進出を果たし、800mフリーリレーにおい
ては、沖縄の屋外プールという過酷なレース環
境下でありながら京都大学史上歴代 1位のタ
イムの記録を残すことができました。個人種目
でも、2名の表彰台を含む計 6種目で決勝に
進出し、大会を盛り上げました。
 ともに日々の練習を乗り越えてきた仲間がレー
スで次々にベストを出していく姿は、個々のレベ
ルによらず本当に素晴らしいものでした。来年
に向けて、次の一年間も互いに切磋琢磨して
いきたいと思います。
　他の部活は結果のみ掲載します。

　第69回西日本医科学生総合体育大会は、
山口大学が代表主幹校を務め、西日本中か
ら 44 校が集まり、優勝を目指して覇を競
いました。1万人以上の学生達が日頃の成
果を存分に発揮し大会を盛り上げる中、京
都大学も健闘を見せ、一年に一度の大舞台
に花を咲かせました。

〔サッカー部〕
１回戦 京都大学 3–1 川崎医科大学 
２回戦 京都大学 0–1 大阪市立大学
〔準硬式野球部〕
１回戦 京都大学 0–15 藤田保健衛生大学

〔卓球部〕
男子団体
１回戦 京都大学 4–3 佐賀大学
２回戦 京都大学 4–0 山口大学
３回戦 京都大学 0–4 宮崎大学
女子団体
１回戦 京都大学 3–1 鹿児島大学
２回戦 京都大学 0–3 川崎医科大学

〔硬式テニス部〕
男子団体
１回戦 京都大学 5–0 鳥取大学
２回戦 京都大学 5–2 鹿児島大学
３回戦 京都大学 1–5 和歌山県立医科大学 
女子団体
１回戦 京都大学 3–1 名古屋大学
２回戦 京都大学 0–4 香川大学

〔軟式テニス部〕
男子団体
１回戦 京都大学 5–0 三重大学
２回戦 京都大学 2–3 鳥取大学
女子団体
１回戦 京都大学 2–1 大阪市立大学
２回戦 京都大学 0–3 神戸大学

〔ラグビー部〕
１回戦 京都大学 0–16 鳥取大学

〔バレーボール部〕
男子団体
１回戦 京都大学 2–0 関西医科大学
２回戦 京都大学 0–2 滋賀医科大学

〔バドミントン部〕
男子団体
１回戦 京都大学 3–1 三重大学
２回戦 京都大学 0–3 高知大学
女子団体
１回戦 京都大学 1–2 琉球大学

〔ハンドボール部〕
決勝トーナメント進出
決勝トーナメント一回戦
京都大学 18–19 名古屋市立大学

〔バスケットボール部〕
男子団体
１回戦 京都大学 48–57 三重大学

〔ボート部〕
総合 3位

ン
ド
リ
ア
の
活
性
が
高
く
量

が
多
い
細
胞
で
は
ク
ラ
ス
ス

イ
ッ
チ
が
起
こ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
の
代
謝
産
物
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
の
活
性
が
低
く
量
が

少
な
い
細
胞
で
は
ヘ
ム
が
多

く
、
そ
の
ヘ
ム
が
転
写
因
子

の
一
つ
を
阻
害
す
る
こ
と
で

ク
ラ
ス
ス
イ
ッ
チ
が
抑
制
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

は
他
に
も
老
化
や
が
ん
化
の

機
構
に
も
関
わ
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
将
来
性
の
あ
る
テ
ー

マ
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

二
つ
目
の
講
演
は
福
井
赤

十
字
病
院
放
射
線
科
部
長
の

坂
本
匡
人
先
生
に
よ
る
『
高

精
度
放
射
線
治
療
が
切
り
拓

く
が
ん
治
療
の
地
平
』
と
題

さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
放
射

線
治
療
は
多
く
の
が
ん
に
対

し
て
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て

お
り
、
が
ん
治
療
に
お
け
る

放
射
線
治
療
の
存
在
は
と

て
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
福
井
赤
十
字
病
院
で

は
昨
年
６
月
か
ら
「V

ero 
4D

R
T

T
M

」
と
い
う
最
新

の
放
射
線
照
射
装
置
を
稼
働

し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
照

射
装
置
で
は
、
治
療
台
を
５

方
向
に
動
か
す
こ
と
が
で

き
、
標
的
組
織
へ
様
々
な
角

度
か
ら
照
射
す
る
こ
と
で
正

常
組
織
へ
の
線
量
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｘ

線
映
像
を
元
に
、
呼
吸
に
伴

っ
て
動
く
が
ん
組
織
を
追
尾

し
て
照
射
す
る
動
体
追
尾
照

射
を
行
う
こ
と
が
可
能
で

す
。
た
だV

ero 4D
R

T

は
照
射
範
囲
が
比
較
的
狭
く

広
範
囲
へ
の
照
射
は
不
得

手
で
す
。
そ
こ
で
「V

ital 
B

eam
T

M

」
と
い
う
最
新
の

装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
広
範
囲
の
病
変
に
正

確
に
照
射
す
る
こ
と
が
で

き
、
原
発
巣
と
転
移
巣
の
全

て
に
同
時
に
強
度
変
調
放
射

線
治
療
を
行
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
最
後
に
、
先
生
方
に

が
ん
治
療
の
ご
相
談
を
呼
び

か
け
、
講
演
を
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
福
井
大
学
医
学

部
眼
科
学
教
室
教
授
の
稲
谷

大
先
生
に
よ
る
『
福
井
大

学
で
私
は
生
ま
れ
か
わ
っ

た
！
』
と
題
し
た
特
別
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
稲
谷
先

生
は
目
の
疾
患
、
特
に
緑
内

障
の
治
療
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
様
々
な
方
面
で
活

躍
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
緑
内

障
は
日
本
に
お
け
る
失
明
原

因
と
し
て
は
最
も
多
く
、
70

歳
以
上
の
有
病
率
は
約
13
％

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
線
維

柱
帯
切
除
術
（
ト
ラ
ベ
ク
レ

ク
ト
ミ
ー
）
と
呼
ば
れ
る
術

式
は
、
房
水
の
出
口
を
つ
く

る
こ
と
で
緑
内
障
の
原
因
で

あ
る
眼
圧
の
上
昇
を
抑
え
る

治
療
法
で
す
。稲
谷
先
生
は
、

過
去
に
眼
球
の
手
術
経
験
の

あ
る
患
者
ほ
ど
ト
ラ
ベ
ク
レ

ク
ト
ミ
ー
の
成
績
が
悪
い
こ

と
に
お
気
づ
き
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
緑
内
障
の
合
併

症
と
し
て
白
内
障
を
患
う
患

者
に
対
し
ト
ラ
ベ
ク
レ
ク
ト

ミ
ー
を
先
に
行
う
こ
と
で
予

後
が
改
善
し
た
そ
う
で
す
。

ま
た
２
０
１
２
年
に
承
認
さ

れ
た
緑
内
障
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

手
術
の
た
め
に
必
要
な
強
膜

の
提
供
を
全
国
か
ら
斡
旋
す

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
な
さ
る

な
ど
、
緑
内
障
治
療
に
大
き

く
貢
献
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

稲
谷
先
生
は
研
究
方
面
で
も

活
躍
な
さ
っ
て
お
り
、
緑
内

障
が
発
症
す
る
前
に
網
膜
の

神
経
節
細
胞
に
お
け
る
ミ
ト

コ
ン
ド
リ
ア
の
軸
索
輸
送
が

低
下
す
る
こ
と
を
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
研
究
の

中
で
、
世
界
で
初
め
て
生
理

的
条
件
下
で
神
経
軸
索
輸
送

を
観
察
す
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。
こ
の
発
見
は
緑
内

障
視
神
経
症
を
予
測
す
る
の

に
役
立
つ
そ
う
で
す
。
最
後

に
、
シ
ン
プ
ル
か
つ
効
率
的

に
生
き
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
た
眼
科
学
教
室
で
の
活

動
を
紹
介
な
さ
り
、
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
育
成
の
重
要
性
を

強
調
し
講
演
を
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
京
都
大
学
医
学

研
究
科
細
胞
機
能
制
御
学
分

野
教
授
の
岩
井
一
宏
先
生
に

よ
る
『
医
学
研
究
科
・
医
学

部
の
現
状
に
つ
い
て
』
と
題

し
た
本
部
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
医
学
教
育
の
国
際
標

準
化
に
伴
い
本
学
に
お
い
て

も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直

し
、M

D

研
究
者
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
特
色
入
試
な
ど
の
改

革
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

キ
ャ
ン
パ
ス
・
附
属
病
院
の

施
設
の
編
成
な
ど
に
つ
い
て

説
明
な
さ
い
ま
し
た
。

  

そ
の
後
会
場
を
移
し
集
合

写
真
を
撮
影
し
た
後
、
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
親

会
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
多
く
の
先
生
方
が
自
己

紹
介
や
近
況
報
告
を
さ
れ
、

様
々
な
世
代
を
交
え
ご
歓
談

な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
我
々

学
生
に
も
多
く
の
先
生
方
が

優
し
く
話
し
か
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
会

に
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
も
っ

て
福
井
支
部
総
会
の
報
告
を

終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
２
回
生 

西
垣
利
彦
）

平
成
29
年
９

月
30
日（
土
）、

い
よ
て
つ
会
館
に
て
平
成
29

高折先生の特別講演が行われた愛媛支部総会

年
度
芝
蘭
会
愛
媛
支
部
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
門
田
和
紀
先
生

に
よ
る
支
部
長
あ
い
さ
つ
、

物
故
会
員
黙
祷
が
行
わ
れ
た

後
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
血
液
・
腫
瘍
内
科
学

教
授
で
、
京
都
大
学
医
学
部

附
属
病
院
副
院
長
で
あ
る
高

折
晃
史
先
生
に
よ
る
特
別
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
演
題
は
「
血
液
内

科
の
現
状
と
未
来—

京
都

大
学
血
液
・
腫
瘍
内
科
の

役
割
と
未
来—

」
で
し
た
。

初
め
に
血
液
内
科
と
は
ど
の

よ
う
な
科
で
あ
る
か
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
血
液
内
科

は
白
血
病
や
リ
ン
パ
腫
、
貧

血
、
出
血
傾
向
、
血
液
感
染

症
を
主
に
扱
う
診
療
科
で
あ

り
、
血
液
内
科
の
専
門
医
は

全
国
の
血
液
内
科
で
医
師
の

数
が
足
り
て
な
い
現
況
で
あ

り
、
京
都
は
血
液
内
科
専
門

医
の
数
が
全
国
的
に
見
て
も

多
い
の
で
す
が
京
大
関
連
病

院
も
例
外
で
は
な
く
、
非
常

勤
医
師
を
派
遣
し
た
り
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
次

に
血
液
内
科
の
白
血
病
に
対

す
る
治
療
、
特
に
抗
が
ん
剤

治
療
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｍ
Ｌ
が
発
見

さ
れ
て
か
ら
分
子
標
的
薬
で

あ
る
チ
ロ
シ
ン
キ
ナ
ー
ゼ
阻

害
薬
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
約

１
５
０
年
か
か
っ
た
の
に
対

し
、
１
９
８
０
年
に
発
見

さ
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
治
療
法

のH
A

A
R

T

療
法
は
約
15

年
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
多
発
性
骨
髄
腫
に
対
し
て

も
こ
こ
10
年
で
様
々
な
新
薬

が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
血
液

内
科
は
臨
床
が
進
み
、
新
薬

の
開
発
が
続
々
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
続
い
て
京
大
病
院
の

血
液
内
科
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
血
液
内
科

の
病
棟
は
無
菌
病
棟
に
な
っ

て
お
り
、
現
在
病
棟
の
ク
リ

ー
ン
ル
ー
ム
は
16
室
程
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
数
を
増
や

し
て
い
く
予
定
だ
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
無
菌
室
管
理

期
間
中
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
で
き
早

期
か
ら
の
回
復
を
狙
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
研
究

テ
ー
マ
と
し
て
疾
患
特
異
的

な
i
P
S
細
胞
を
用
い
た

Ｍ
Ｄ
Ｓ
の
研
究
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
M
D
S-

i
P
S
細
胞
を
用
い
て
Ｍ

Ｄ
Ｓ
の
病
態
や
ゲ
ノ
ム
解
析

を
行
い
、
新
薬
を
開
発
し
よ

う
と
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
最
後
に
専
門
血
液
内
科

医
不
足
、
臨
床
は
進
歩
し
て

お
り
、
新
薬
が
続
々
と
開
発

さ
れ
て
い
る
、
病
院
経
営
的

に
は
重
要
な
科
で
あ
る
、
臨

床
へ
の
基
礎
の
導
入
が
早

い
、
京
大
血
液
内
科
の
使
命

は
大
き
い
と
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

　

次
に
京
大
病
院
の
人
事
、

施
設
、
病
棟
の
改
修
や
医
学

部
のM

D
/PhD

コ
ー
ス

の
変
更
な
ど
京
大
病
院
、
医

学
部
の
現
況
に
つ
い
て
高
折

先
生
か
ら
説
明
が
あ
り
講
演

の
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
集
合
写
真
を
撮

影
し
た
後
に
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

先
生
方
が
各
々
自
己
紹
介
や

近
況
報
告
を
さ
れ
、
様
々
な

世
代
を
交
え
ご
歓
談
さ
れ
て

て
い
ま
し
た
。

　

我
々
学
生
に
も
多
く
の
先

生
方
が
優
し
く
話
し
か
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
会

に
参
加
す
る
機
会
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
も

っ
て
愛
媛
支
部
総
会
の
報
告

を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

（
文
責
：
５
回
生 

井
上
大
志
）

西日本医科学生総合体育大会

水泳男子 総合６位入賞
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平
成
29
年
９

月
17
日（
日
）、

Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳

島
に
て
芝
蘭
会
徳
島
支
部
総

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
、
写
真
撮
影
、

物
故
会
員
の
黙
祷
の
後
、
日

比
野
敏
行
先
生
と
芝
蘭
会
徳

島
支
部
長
で
あ
る
徳
島
大
学

酵
素
研
教
授
の
福
井
清
先
生

の
ご
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
京

都
大
学
理
事
の
森
田
正
信
先

生
と
、
京
都
大
学
医
学
部
長

の
上
本
伸
二
先
生
の
ご
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
京
都
大
学
医
学
部
長
上

本
伸
二
先
生
に
よ
る
京
都
大

学
医
学
研
究
科
・
医
学
部
の

現
況
に
つ
い
て
の
ご
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
同
じ
く

し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
比
野
敏
之
先
生
の
乾

杯
で
始
め
ら
れ
、
先
生
方
一

人
一
人
が
近
況
報
告
を
さ
れ

ま
し
た
。
台
風
が
迫
っ
て
い

る
中
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
会
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
め
ら
れ
、
皆
さ
ん

非
常
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
学
生
で
あ
る
僕
た
ち
に

も
話
し
か
け
て
く
だ
さ
り
、

情
報
を
交
換
で
き
、
有
意
義

な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

芝
蘭
会
徳
島
支
部
総
会
・

懇
親
会
の
後
、
四
国
大
学
交

流
プ
ラ
ザ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ

ー
ル
に
て
芝
蘭
会
が
主
催
す

る
京
都
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム 

ｉ
ｎ 

徳
島 

２
０
１
７
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
は
中
高
生
も
参
加
し
、

福
井
清
先
生
の
司
会
進
行
の

も
と
、
京
都
大
学
理
事
の
森

田
正
信
先
生
に
よ
る
「
京
都

大
学
を
知
る
ー
そ
の
学
風
、

教
育
、
将
来
像
」
と
題
さ
れ

た
ご
講
演
と
、
京
都
大
学
大

学
院
医
学
研
究
長
・
医
学
部

長
の
上
本
伸
二
先
生
に
よ

る
「
京
都
大
学
医
学
部
の
夢

と
目
標
―
次
代
を
担
う
若
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
さ

れ
た
ご
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

森
田
正
信
先
生
に
よ
る
ご

講
演
で
は
、
歴
史
、
学
風
、

京
大
出
身
の
国
際
的
な
賞
の

受
賞
者
、
自
学
自
習
の
精
神

を
も
と
に
し
た
教
育
制
度
、

大
学
の
施
設
、
３
つ
の
キ
ャ

森田、上本両先生の講演が行われた徳島支部総会

【
徳
島
】

国谷裕子キャスターの特別講演あった京都支部総会

平
成
29
年
７

月
２
日（
日
）、

芝
蘭
会
館
稲
盛
ホ
ー
ル
に
て

芝
蘭
会
京
都
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
、

新
支
部
長
に
就
任
な
さ
っ
た

齋
藤
信
雄
先
生
に
よ
る
支
部

長
あ
い
さ
つ
、
物
故
会
員
黙

祷
、
会
務
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
野
口
雅
滋
先

生
に
よ
る
司
会
進
行
の
も

と
、
芝
蘭
会
本
部
報
告
、
議

事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
東
京
藝
術
大
学

理
事
で
キ
ャ
ス
タ
ー
の
国
谷

裕
子
さ
ん
に
よ
る
「
キ
ャ
ス

タ
ー
と
い
う
仕
事
」
と
題
し

た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

国
谷
さ
ん
が
キ
ャ
ス
タ
ー

と
し
て
現
代
社
会
に
情
報
を

伝
え
続
け
て
い
く
中
で
、
映

像
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
は
３
つ

の
危
険
を
孕
ん
で
い
る
と
お

考
え
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ

目
は
映
像
そ
の
も
の
の
イ
ン

パ
ク
ト
に
よ
っ
て
事
実
そ
の

も
の
の
豊
か
さ
や
そ
の
背
景

を
想
像
す
る
力
が
奪
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
、
二
つ
目
は
情

報
を
受
け
取
っ
た
人
々
の
感

情
が
一
体
化
し
や
す
い
と
い

う
こ
と
、
三
つ
目
は
そ
の
感

れ
、
言
葉
の
も
つ
力
は
非
常

に
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
質

疑
応
答
の
後
講
演
を
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
が
終
わ
っ
た
後
、
隣

の
山
内
ホ
ー
ル
に
て
そ
の
ま

ま
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
先
生
方
に
よ
る
あ
い

さ
つ
や
自
己
紹
介
が
な
さ

れ
、
非
常
に
賑
や
か
な
雰
囲

気
の
も
と
で
皆
様
方
が
楽
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

我
々
雑
誌
部
の
学
生
に
も

お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

非
常
に
貴
重
な
お
話
を
た
く

さ
ん
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
60
人
を
超
え
る
参

加
者
が
あ
っ
た
こ
と
を
大
い

情
に
情
報
を
提
供
す
る
側
が

寄
り
添
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
分
か
り
に
く
い
事
柄
を

分
か
り
や
す
く
伝
達
で
き
る

の
が
テ
レ
ビ
の
メ
リ
ッ
ト
だ

と
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

で
は
口
当
た
り
の
よ
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
視
聴
者
が
慣
れ
て

し
ま
う
の
で
は
と
考
え
、
視

聴
者
に
対
し
て
結
論
を
求
め

る
番
組
で
は
な
く
課
題
へ
の

多
角
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
提
示

す
る
番
組
づ
く
り
を
心
掛
け

て
き
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
１
９
９
７
年
の

フ
ジ
モ
リ
大
統
領
へ
の
生
放

送
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
例
に
挙

げ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
使

命
を
全
う
す
べ
く
と
っ
た
行

動
が
世
間
の
高
揚
感
に
水
を

差
す
と
し
て
批
判
さ
れ
た
経

験
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
の
質

問
内
容
が
自
分
の
意
見
だ
と

視
聴
者
の
方
に
受
け
取
ら
れ

た
の
が
最
も
つ
ら
か
っ
た
と

い
う
思
い
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
同
調
圧
力
が
強

く
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ら

れ
る
現
代
に
お
い
て
、
キ
ャ

ス
タ
ー
の
仕
事
と
は
、
視
聴

者
へ
、
取
材
相
手
へ
、
そ
し

て
自
分
へ
「
問
い
」
を
出
し

続
け
る
こ
と
だ
と
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
最
後
に
最
も
印

象
に
残
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
し
て
イ
ラ
ン
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
で
あ
る

モ
フ
セ
ン
・
マ
フ
マ
ル
バ
フ

さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動

画
を
お
見
せ
に
な
り
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち

の
現
状
に
対
し
メ
デ
ィ
ア
が

今
ま
で
何
も
で
き
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を
突
き
付
け
ら

国谷裕子キャスターが講演
【
京
都
】

平
成
29
年
７

月
17
日（
月
）、

ア
ス
ト
津
に
て
、
平
成
29
年

度
芝
蘭
会
三
重
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
三
重
支
部
長
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
奥
田
真
弘
先
生

よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
あ

と
、
総
会
が
開
か
れ
、
会
員

状
況
の
報
告
、
会
計
報
告
、

次
回
の
総
会
に
つ
い
て
な
ど

の
承
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奥
田
先
生
の
司
会

の
も
と
学
術
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

講
演
は
、
京
都
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
腎
臓
内
科
学

教
授
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
柳
田

素
子
先
生
に
よ
る
、「
拡
大

す
る
腎
臓
病
学
」、「
京
大
医

柳田、近藤両教授の学術講演があった三重支部総会

【
三
重
】

学
部
・
医
学
部
附
属
病
院
の

近
況
」に
つ
い
て
の
お
話
と
、

三
重
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
眼
科
学
教
授
で
い
ら
っ
し

ゃ
る
近
藤
峰
生
先
生
に
よ

る
、「
眼
科
に
お
け
る
診
療
・

研
究
の
最
前
線
」
に
つ
い
て

の
お
話
で
し
た
。

　

初
め
に
柳
田
先
生
は
今
日

の
腎
臓
内
科
の
守
備
範
囲
が

広
が
っ
て
お
り
、
以
前
ま
で

の
生
検
・
病
理
診
断
・
治
療

方
針
の
決
定
に
加
え
て
急
性

腎
障
害
（A

K
I

）・
透
析
管

理
・IC

U

な
ど
も
腎
臓
内

科
医
の
仕
事
に
な
っ
た
と
お

話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
特
に
高
齢
者
の

A
K

I

は
重
要
な
疾
患
で
あ

り
、
慢
性
腎
臓
病
（C

K
D

）

に
移
行
す
る
機
序
を
発
見
し

た
の
は
柳
田
先
生
の
ご
講

座
の
先
生
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
近
位
尿
細
管
は
虚
血
状

態
に
弱
い
こ
と
が
分
か
っ
て

お
り
、
こ
の
近
位
尿
細
管
障

害
が
線
維
芽
細
胞
の
形
質
転

換
を
引
き
起
こ
し
、
C
K
D

へ
の
移
行
の
き
っ
か
け
と
な

る
、
と
い
う
話
を
具
体
的
な

実
験
や
図
を
用
い
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
オ
ン
コ
ネ
フ

ロ
ロ
ジ
ー
（
癌
に
伴
う
腎
臓

病
）、
透
析
患
者
へ
の
適
切

な
癌
治
療
、
妊
娠
高
血
圧
腎

症
に
対
す
る
ア
フ
ェ
レ
ー
シ

ス
な
ど
の
話
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
京
大
病

院
内
にK

ISS 

（K
idney 

Injury Surveillance 
System

）
と
い
う
腎
機
能

が
悪
化
し
た
人
を
自
動
で
検

索
し
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
た
り
す
る
な
ど
、
柳
田

先
生
の
腎
臓
病
患
者
に
対
す

る
熱
意
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く

る
ご
講
演
で
し
た
。

　

次
に
近
藤
先
生
に
眼
科
に

つ
い
て
興
味
深
い
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず

は
日
本
選
手
権
に
で
て
い
る

医
学
部
生
を
取
り
上
げ
、
先

生
方
や
私
た
ち
学
生
の
目
を

引
き
、
医
者
に
必
要
な
メ
リ

ハ
リ
と
集
中
力
に
つ
い
て
お

話
し
な
さ
っ
て
、
続
い
て
日

本
に
お
け
る
失
明
原
因
ラ
ン

キ
ン
グ
を
提
示
し
、
そ
れ
ら

の
原
因
を
ラ
ン
キ
ン
グ
順
に

付
加
的
な
情
報
と
と
も
に
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
原
因
第
１

位
は
緑
内
障
で
、
気
づ
い
て

い
な
い
人
も
含
め
、
日
本
人

の
20
人
に
１
人
は
こ
の
症
状

を
患
っ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
緑
内
障
の
原
因
は
眼
圧

が
高
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
か
ら
派
生
し
て
最
新
の

眼
圧
計
に
つ
い
て
も
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
原
因

第
２
位
は
網
膜
色
素
変
性

で
、
日
本
人
の
３
０
０
０
人

に
１
人
が
患
っ
て
い
て
、
こ

の
症
状
に
対
す
る
有
力
な
治

療
法
は
ま
だ
開
発
さ
れ
て
い

な
い
と
い
い
ま
す
。
こ
の
際

に
、
失
明
し
た
人
で
も
ぼ
ん

や
り
と
視
界
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
る
人
工
視
覚
移
植

に
つ
い
て
の
興
味
深
い
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原
因
第
３
位
は
糖
尿
病
網
膜

症
で
、
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
手

術
で
の
治
療
を
動
画
と
と
も

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

原
因
第
４
位
は
加
齢
黄
斑

変
性
で
、
抗
V
E
G
F
剤

に
よ
る
治
療
を
解
説
さ
れ
ま

腎臓内科や眼科 興味深く

2講演、情報交換有意義に

し
た
。
最
後
に
、
腫
瘍
関
連

網
膜
症
の
患
者
さ
ん
に
つい
て

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
お
話
は
私

た
ち
学
生
に
と
っ
て
非
常
に

面
白
い
も
の
で
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
隣
に

部
屋
を
移
し
て
写
真
撮
影
を

行
い
、
そ
の
後
２
階
に
移
動

し
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
懇
親
会
の
途
中
で
は
参

加
さ
れ
た
先
生
方
が
順
番
に

自
己
紹
介
を
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
先
生
方
が
学
生
で
あ
る

私
た
ち
に
も
話
し
か
け
て
く

だ
さ
り
、
現
在
の
大
学
の
学

生
の
様
子
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

な
ど
に
興
味
を
持
た
れ
て
い

ま
し
た
。

ン
パ
ス
、
10
の
学
部
、
18
の

大
学
院
研
究
科
と
そ
の
研
究

所
、「
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｗ
構
想
」

と
呼
ば
れ
る
将
来
像
、
改
革

の
取
り
組
み
、
ク
ラ
ブ
・
サ

ー
ク
ル
、
年
間
行
事
予
定
、

入
試
制
度
、
卒
業
生
の
就
職

先
か
ら
京
都
と
い
う
街
で
学

ぶ
意
味
と
い
っ
た
、
京
都
大

学
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
な
紹
介

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
本
伸
二
先
生
に
よ
る
ご

講
演
で
は
、
医
学
部
の
大
学

数
、
定
員
、
学
費
と
い
っ
た

全
国
の
医
学
部
の
概
要
、
国

民
の
命
の
救
命
や
健
康
の
維

持
と
い
う
医
師
の
使
命
、
医

師
の
長
時
間
残
業
問
題
、
京

都
大
学
医
学
部
医
学
科
の
入

支
部
だ
よ
り

　

ま
た
、
研
修
医
に
関
す
る

話
や
、
病
院
選
び
の
話
、
腎

臓
内
科
の
宣
伝
・
勧
誘
な
ど

も
し
て
い
た
だ
い
て
非
常
に

た
め
に
な
る
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
和
や
か

な
雰
囲
気
で
楽
し
く
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
て
宴
も
た
け
な

わ
と
な
り
、
会
は
惜
し
ま
れ

な
が
ら
も
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
会
に
お
招

き
く
だ
さ
っ
た
こ
と
へ
の
感

謝
の
意
を
も
っ
て
三
重
支
部

の
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
４
回
生 

吉
平
智
博
）

に
喜
び
、
か
つ
若
い
先
生
方

の
さ
ら
な
る
参
加
を
望
ま
れ

る
声
が
多
数
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
会

に
お
招
き
く
だ
さ
っ
た
こ
と

へ
の
感
謝
の
意
を
も
っ
て
京

都
支
部
総
会
の
報
告
を
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
２
回
生 

西
垣
利
彦
）

試
制
度
、
京
都
大
学
の
歴

史
、
自
由
と
平
等
と
調
和
を

重
ん
じ
る
、
対
話
を
根
幹
と

す
る
自
学
自
習
と
題
さ
れ
る

学
風
、ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
、

京
都
大
学
医
学
部
の
教
育
体

制
、
医
学
部
の
６
年
間
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
、
医
学
部
の
施

設
、
附
属
病
院
・
関
連
病
院
、

医
師
国
家
試
験
、
初
期
研
修

義
務
、
大
学
院
医
学
研
究
科

の
入
試
か
ら
卒
業
生
の
進
路

に
つ
い
て
ま
で
、
京
都
大
学

医
学
部
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
医
師
は
「
強
者
に

対
し
て
ま
ち
が
い
を
指
摘
で

き
る
人
、
弱
者
に
対
し
て
優

し
い
人
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
、
医
師
を
志
す
若

者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し

て
ご
講
演
を
終
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
高
校

生
か
ら
も
積
極
的
な
質
問
が

な
さ
れ
、
屋
外
の
台
風
で
荒

れ
た
天
候
と
は
異
な
り
ム
ー

ド
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い
会
で

し
た
。
京
都
大
学
で
現
在
学

ん
で
い
る
僕
自
身
に
と
っ
て

も
有
意
義
な
も
の
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
会
に
お
招

き
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝

の
意
を
も
っ
て
芝
蘭
会
徳
島

支
部
総
会
の
報
告
を
終
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
責:

３
回
生 

松
本
一
希
）

　
最
近
、
芝
蘭
会
員
の
方
々
へ
芝
蘭
会
員
ま
た

は
京
大
医
学
部
事
務
職
員
の
名
前
を
か
た
っ
て
、

個
人
情
報
（
住
所
、
電
話
番
号
等
）
を
聞
き
出

そ
う
と
す
る
不
審
な
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
会
員
の
方
か
ら
ご
連
絡
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
芝
蘭
会
と
は
全
く
関
係

が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
芝
蘭
会
で
は
会
員
の
方
か
ら
住
所
変

更
等
の
ご
連
絡
が
な
い
限
り
、
事
務
局
か
ら
は

お
問
い
合
せ
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ご
不

審
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
芝
蘭
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

芝蘭会 事務局
TEL：075-751-2713　FAX：075-752-4015

【
　
ご 

注 

意
　
】
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水川　　勇 昭和 15 年卒 ご逝去
米田英一郎 昭和 17 年専卒 平成 29 年 9 月 27 日 ご逝去
中野　　裕 昭和 22 年卒 平成 29 年 10 月 26 日 ご逝去
尾崎　良克 昭和 23 年卒 平成 29 年 1 月 22 日 ご逝去
新谷　　浩 昭和 23 年卒 平成 24 年 1 月 2 日 ご逝去
安藤　協三 昭和 24 年卒 平成 29 年 7 月 23 日 ご逝去
翠川　　修 昭和 24 年卒 平成 29 年 11 月 6 日 ご逝去
小川泰次郎 昭和 25 年専卒 平成 28 年 12 月 10 日 ご逝去
釜本　安敏 昭和 27 年卒 平成 29 年 4 月 29 日 ご逝去
尾藤　敏夫 昭和 27 年専卒 平成 28 年 12 月 27 日 ご逝去
宮岡　輝夫 昭和 28 年卒 平成 27 年 5 月 16 日 ご逝去
小河　一夫 昭和 29 年卒 平成 22 年 1 月 8 日 ご逝去

岡本　林平 昭和 30 年卒 平成 29 年 9 月 13 日 ご逝去
村山　玲子 昭和 32 年卒 平成 29 年 3 月 1 日 ご逝去
安間　　力 昭和 32 年卒 平成 29 年 11 月 25 日 ご逝去
平野　　実 昭和 32 年卒 平成 29 年 12 月 19 日 ご逝去
山崎　英樹 昭和 32 年卒 平成 29 年 10 月 11 日 ご逝去
西辻　和馬 昭和 33 年薬卒 平成 29 年 9 月 ご逝去
野村　純一 昭和 34 年卒 平成 29 年 9 月 5 日 ご逝去
福井　有公 昭和 36 年卒 平成 29 年 9 月 21 日 ご逝去
菅井　　進 昭和 38 年卒 平成 28 年 10 月 19 日 ご逝去
山田　　秩 昭和 38 年卒 平成 29 年 11 月 5 日 ご逝去
淡河　秀光 昭和 38 年院卒 平成 29 年 1 月 19 日 ご逝去
井田　憲司 昭和 51 年卒 平成 29 年 9 月 23 日 ご逝去

青木　　純 昭和 54 年卒 平成 29 年 9 月 12 日 ご逝去
中野　　智 昭和 57 年卒 平成 29 年 4 月 ご逝去
妹尾あさゑ 教室会員　病理学 平成 29 年 10 月 5 日 ご逝去
寺田由紀夫 教室会員　内科２ 平成 28 年 9 月 11 日 ご逝去
橋本　友久 教室会員　内科 3 平成 29 年 8 月 10 日 ご逝去
畑尾　正彦 教室会員　外科 平成 29 年 9 月 8 日 ご逝去
播岡　徳也 教室会員　麻酔学 平成 29 年 5 月 18 日 ご逝去
飴谷　敏男 教室会員　脳神経外科 平成 29 年 7 月 5 日 ご逝去
河野　博臣 教室会員　胸部研 平成 15 年 8 月 20 日 ご逝去
安井　幸彦 教室会員　高次脳形態学 平成 29 年 3 月 28 日 ご逝去

発令年月日 氏　名 異動内容

H29.8.31 古田　貴寛 辞任 高次脳形態学准教授より大阪大学講師へ

H29.8.31 川﨑　洋平 辞任 薬剤疫学特定講師より千葉大学准教授へ

H29.9.1 住吉　真治 採用 熊本大学医学部附属病院病理部より病理診断科講師へ

H29.9.30 髙木　康志 辞任 脳神経外科学准教授より徳島大学医学部教授へ

H29.10.1 堀江　昭史 昇任 婦人科学・産科学助教より同講師へ

人 事 異 動

H29.10.1 松橋　眞生 採用 医学研究科特定准教授より
健康長寿社会の総合医療開発ユニット特定准教授へ

H29.10.1 髙折　恭一 採用 医学研究科特定准教授より
健康長寿社会の総合医療開発ユニット特定准教授へ

H29.10.15 麻生　俊彦 辞任 臨床脳生理学助教より精神科神経科特定講師へ

H29.10.31 日置　寛之 辞任 高次脳形態学助教より順天堂大学准教授へ

H29.11.1 竹内　正人 採用 薬剤疫学特定准教授より同准教授へ

H29.12.1 岡本　和也 昇任 医療情報企画部講師より同准教授へ

会  員  訃  報

謹んでご冥福をお祈りいたします。

（敬称略）

原 稿 募 集 　平成 17 年 4 月からの「個人情報保護法」の全面施
行により、個人情報の取り扱いに厳しい制約が課せ
られました。つきましては会員の連絡先等のお問い合
わせは、必要理由等を明記の上、郵便または FAX
により事務局までご送付ください。電話でのお問い合
わせにはお答え致しかねますのでご了承ください。

（FAX 075-752-4015）

●事務局から●

　芝蘭会報は、会員の皆様の情報交換・意見発表の場
であります。支部活動、クラス会、会員の著書の紹介（自
薦・他薦）及び医学・医療等に関するご意見等を寄稿
ください。なお、原稿の採用及び掲載時期については、
編集委員会で決めさせていただきます。  　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　芝蘭会報 編集委員会
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高
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史　

委　
員　
斎
藤
信
雄
、
中
村

保
幸
、
山
田
圭
介
、
園
部 

誠
、
松
村
由
美
、
阿
部　

恵
、
諫
田
淳
也

芝
蘭
会
雑
誌
部

顧　
問　
高
折
晃
史

部　
員　
高
屋
龍
生
、
西
川

裕
太
、
中
田 

愛
（
以
上
６

回
生
）
梅
本
大
地
、
井
上
大

志
、
菅
原
聡
真
、
朴 

剛
史
、

蔡 

嗣
錡
（
以
上
５
回
生
）

吉
平
智
博
、
池
尻
憲
紀
（
以

上
４
回
生
）
加
古
敦
也
、
松

本
一
希
（
以
上
３
回
生
）
谷

本
将
崇
、
西
垣
利
彦
、
西
村

健
太
、
小
野
譲
騎
（
以
上
２

回
生
）
原 

明
弘
、
森
田 

瑛
、

秋
宗
俊
久
（
以
上
１
回
生
）

芝
蘭
会
事
務
局

事
務
局
長　
山
田　

均

総
務
課
長　
秋
山
和
美

管
理
課
長　
浜
崎
康
博

支
部
だ
よ
り

妹尾先生の特別講演があった奈良支部総会

慶応大病院の三浦教授の特別講演が行われた滋賀支部総会

平
成
29
年
８

月
19
日（
土
）、

奈
良
ホ
テ
ル 

大
和
の
間
に

て
、
平
成
29
年
度
芝
蘭
会
奈

良
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

岡
村
隆
仁
先
生
司
会
の
も

と
で
、
ま
ず
、
奈
良
支
部
長

で
い
ら
っ
し
ゃ
る
松
村
忠
史

先
生
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
あ
と
、
総
会
が
開
か
れ
、

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
先
生

方
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
、
そ
の

後
で
会
計
報
告
、
次
回
の
総

会
に
つ
い
て
の
確
認
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
京
都
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
消
化
器
内
科
学
教

授
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
妹
尾
浩

先
生
に
よ
る
特
別
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
ま
ず
京
都
大
学

医
学
研
究
科
に
お
け
る
人
事

往
来
に
つ
い
て
の
お
話
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
次
に
同
じ

く
京
都
大
学
医
学
研
究
科
に

お
け
る
ハ
ー
ド
面
の
整
備
、

教
育
研
究
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
棟
が

三
つ
設
立
さ
れ
た
と
い
う
こ

平
成
29
年
10

月
21
日（
土
）、

ホ
テ
ル
ボ
ス
ト
ン
プ
ラ
ザ
草

津
に
て
、
平
成
29
年
度
芝
蘭

会
滋
賀
支
部
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
は
じ
め
に
、
滋

賀
支
部
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

折
田
雄
一
先
生
よ
り
あ
い
さ

つ
が
あ
っ
た
あ
と
、
会
計
報

告
、
監
査
報
告
、
そ
し
て
平

成
29
年
度
会
計
予
算
に
つ
い

て
の
承
認
が
行
わ
れ
、
次
に

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

の
副
病
院
長
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
松
田
秀
一
教
授
よ
り
大
学

と
、
ま
た
先
端
医
療
機
器
開

発
・
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
、

そ
し
て
病
院
整
備
計
画
に
よ

っ
て
中
病
棟
の
設
立
等
病
棟

も
次
々
と
建
て
か
わ
っ
て
新

し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
、
教

育
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
医
学
部
と
大
学
院
そ

れ
ぞ
れ
に
言
及
し
て
、
総
合

的
な
医
療
を
行
う
医
師
を
養

成
す
る
た
め
の
新
内
科
専
門

医
制
度
に
対
応
し
た
い
く
つ

か
の
消
化
器
内
科
に
お
け
る

研
修
コ
ー
ス
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ハ
ー
ド
面
の
整
備
、

教
育
研
究
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
お
話
し
さ
れ
た
後
、
消

化
器
内
科
学
講
座
の
歴
史
、

ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
連
携
先

病
院
の
紹
介
を
さ
れ
ま
し

た
。　

そ
し
て
講
演
最
後
に

は
、こ
れ
ま
で
の
寄
附
金
は
、

例
え
ば
学
生
会
館
や
資
料
館

の
設
立
な
ど
に
役
立
っ
て
い

る
が
、
目
に
見
え
る
形
だ
け

で
な
く
見
え
な
い
形
で
も
有

意
義
に
役
立
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
説
明
し
て
感
謝
の

意
を
示
し
、
奈
良
支
部
の
先

生
方
に
続
け
て
の
ご
篤
志
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
三
浦
公
嗣
先

生
よ
り
、「
地
域
包
括
ケ
ア

と
こ
れ
か
ら
の
医
療
」
に
つ

い
て
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

初
め
に
三
浦
先
生
は
、
職

業
別
新
規
求
人
倍
率
の
推
移

の
デ
ー
タ
か
ら
、
看
護
、
介

護
分
野
に
お
け
る
人
手
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
と
、
離
職

率
が
高
い
現
状
に
つ
い
て
提

示
さ
れ
、
平
成
27
年
よ
り
政

医学研究科の整備など紹介

地域包括ケアと医療で熱弁

【
奈
良
】

【
滋
賀
】

お
願
い
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
、
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
懇
親

会
の
途
中
で
は
参
加
さ
れ
た

先
生
方
が
順
番
に
改
め
て
自

己
紹
介
を
し
、
近
況
報
告
を

さ
れ
ま
し
た
。恐
縮
な
が
ら
、

学
生
で
あ
る
私
た
ち
も
自
己

紹
介
と
近
況
報
告
を
さ
せ
て

も
ら
い
、
そ
の
際
に
先
生
方

に
大
学
で
の
部
活
動
や
出
身

高
校
な
ど
を
聞
か
れ
る
な
ど

し
て
話
が
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
医
に
関
す
る

話
や
、
病
院
選
び
の
話
な
ど

も
し
て
い
た
だ
い
て
非
常
に

た
め
に
な
る
お
話
を
聞
く
こ

と
も
で
き
、
と
て
も
和
や
か

な
雰
囲
気
で
楽
し
く
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
て
宴
も
た
け
な

わ
と
な
り
、
会
は
惜
し
ま
れ

な
が
ら
も
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
会
に
お
招

き
く
だ
さ
っ
た
こ
と
へ
の
感

謝
の
意
を
も
っ
て
奈
良
支
部

の
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
文
責
：
１
回
生　

原 

明
弘
）

府
が
始
め
た
、
新
た
な
時
代

に
対
応
し
た
福
祉
の
提
供
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
こ
れ

ま
で
の
、
高
齢
者
、
障
害
者
、

児
童
と
い
う
よ
う
に
、
範
囲

を
絞
っ
た
う
え
で
の
地
域
医

療
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
き
れ

な
い
こ
と
や
、
人
材
確
保
が

難
し
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、

地
域
サ
ー
ビ
ス
の
包
括
的
な

提
供
の
仕
組
み
に
つ
い
て
詳

し
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
改
革
の
方
向
性
と
し
て

は
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

即
応
で
き
る
仕
組
み
を
作
る

こ
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
な
ど

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
満
足

度
を
重
視
し
た
体
制
、
福
祉

人
材
の
教
育
な
ど
を
も
と

に
、
処
遇
改
善
、
人
材
の
参

入
と
定
着
を
進
め
、
人
材
を

確
保
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　

次
に
先
進
国
の
平
均
寿
命

と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
デ
ー
タ
か
ら
日

本
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
お
け

る
戦
後
改
善
の
理
由
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
、
先
進
国
に
お

け
る
健
康
水
準
の
向
上
に
一

番
寄
与
す
る
要
因
は
経
済
の

発
展
と
国
際
化
で
あ
る
一

方
、
日
本
に
お
い
て
は
そ
れ

が
医
療
技
術
の
進
展
と
社
会

保
障
制
度
の
確
立
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
、
経
済
の
た
め

に
医
療
が
犠
牲
に
な
る
の
で

は
な
く
、
医
療
の
進
展
こ
そ

が
日
本
の
経
済
成
長
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
こ
と
を
お
話

し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
近
年
、
入
院
患

者
と
外
来
患
者
の
両
方
の
受

療
率
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
在
院
日
数
も
低

下
し
て
い
る
こ
と
を
提
示
さ

れ
、
さ
ら
に
病
床
数
が
変
わ

ら
な
い
こ
と
も
含
め
、
病
院

が
患
者
を
取
り
合
う
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
現
状
に
つ
い

て
指
摘
し
、
入
院
医
療
か
ら

在
宅
医
療
へ
の
流
れ
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
医
療
の
目
的
の
一

つ
で
あ
る
社
会
復
帰
に
つ
い

て
重
点
を
お
い
て
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
つ
ま
り
、
高
齢
者
だ
け

で
な
く
住
民
全
体
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
、
住
ま
い
や
地
域

の
特
性
と
社
会
の
変
化
に
適

し
た
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
熱
弁
さ
れ
ま
し
た
。
先

生
の
お
話
は
と
て
も
分
か
り

や
す
く
、
私
た
ち
学
生
に
と

っ
て
も
非
常
に
面
白
い
も
の

で
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
ロ
ビ
ー

に
て
写
真
撮
影
を
行
い
、
そ

の
後
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
懇
親
会
の
中
で
は
、
た

く
さ
ん
の
先
生
方
が
私
た
ち

学
生
に
も
話
し
か
け
て
く
だ

さ
り
、
現
在
の
大
学
の
様
子

や
、
新
し
く
な
っ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
興
味

を
持
た
れ
、
昔
の
大
学
の
様

子
に
つ
い
て
も
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

非
常
に
た
め
に
な
る
お
話

も
多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で

会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
宴
も
た
け
な
わ

と
な
り
、
会
は
惜
し
ま
れ
な

が
ら
も
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
会
に
お
招
き
く

だ
さ
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の

意
を
も
っ
て
滋
賀
支
部
の
報

告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（
文
責
：
１
回
生　

森
田　

瑛
）


